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気温とともに湿度も上がり、いつのまにかあちこちに生えてくるカビ。本格的な梅雨が来る前に、

なんとかしておきたいものです。かといって有害な化学成分はあまり使いたくないという方も多い

でしょう。そこで、試してみたいのが精油（アロマオイル）です。中でも、カビ対策におすすめな

のが、肉料理の臭み消しにも使われる「クローブ」の精油。クローブに含まれる「オイゲノール」

という精油成分には、カビ菌の除菌や繁殖を防ぐ効果があるとされています。実は、このオイゲ

ノール、歯医者さんでは、「ユージノール」と呼ばれていて、歯痛や歯肉炎などの治療に用いられ

てきた成分。あの独特の歯医者さんのにおいは、クローブによるものだったんですね。「ちょっと

苦手」という方もいるかもしれませんが、オイゲノールには、カビ防止のような抗菌作用の他に、

腰痛や神経痛を和らげ、心身をリラックスさせる効果もあるといわれています。湿度が上がると

関節が痛むという方も、クローブのアロマテラピー効果を試してみてもいいかもしれませんね。

ただし、クローブ精油は妊娠中や授乳中の方は使用を避けた

ほうがよく、皮膚への刺激が強いので敏感肌の方も要注意。

カビ防止に使うときは、壁にシミができないかどうか試して

みることも大切です。アロマオイルのショップなどでよく

確認してから使ってくださいね。


